
して掲載されており、「實は別字」と説明がある。
【技】干禄字書に「伎」が「技」の俗字として載っている。咎
なし点が付くことがある。

【払】陸軍幼年学校用字便覧に「払」と「拂」は「實は別字」
とある。康煕字典にも「払」と「拂」は別字種として掲載さ
れている。「拂」の略字としての「払」と「拂」と別字種の
「払」が字体衝突している。
【扱】康煕字典には「手」の4画にあるが、例示字体の画数を

数えてみると3画しかない。旁に「及」を持つ字には4画の
ものと3画のものがあり不統一。康煕字典の字体そのままの
ものを「康熙字典体」といい、「扱」の「及」を4画にするな
ど不統一を統一したものを「いわゆる康煕字典体」という。
【托】陸軍幼年学校用字便覧に「託」を正體、「托」を別体と

打
払
拂

扱
扱

托
技

抗

承

ダ
うつ

フツ
はらう

あつかう

タク

ギ
わざ

コウ

ショウ
うけたまわる

教 3常①

常①

人②

常①

人①

教 5常①

常①

教 6常①

打

扱

承

拂

抗

托托

拂

扱

承

扱

抗

技

元暦萬葉①

粘葉本朗詠

趙志集

宇多天皇 周易抄

粘葉本朗詠

近衛本朗詠

節用

節用

農家用文章大全

節用

節用

北窓瑣談

節用

書札重宝記

手 2

手 5

手 4

手 4

手 4

手 4

こころ

こころ

坊っちやん

こころ

こころ

坊っちやん

坊っちやん

こころ

陸軍

陸軍

×

○

康煕・手 2

干禄〈俗〉

五経〈訛〉

中・台・香

中国・台湾

香港

中国 台湾

香港

台湾中国・香港

中・台・香

中国・台湾

香港

中国・香港

台湾

説文新附・手部

説文・手部

説文・手部

説文不録

説文・手部

説文・手部

説文或体

説文・手部

武威漢簡

銀雀山竹簡

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

張表碑

王舎人碑

史晨前碑

史晨後碑

智永千字文

澄清堂帖 興福寺断碑

論経書詩

鄭羲下碑

張猛龍碑

温彦博碑

孔子廟堂碑（覆）

九成宮

皇甫誕碑

五経・手部

干禄字書

五経・手部

五経・手部

干禄・序

五経・手部

九経・雜辨部・説文

九経・雜辨部・隷省

聾瞽指歸

聾瞽指歸

王勃詩序

聾瞽指歸

伝空海 急就章
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【手】打
2
払

2
扱

3
托

3
技

4
抗

4
承

4

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



された。【抄】『教育上より見たる明治の漢字』では「鈔」を標準字、
「抄」を許容字としている。
【折】説文解字に「艸」に従う字体、「手」に従う字体、籀文
の3つが掲載されている。古代の字を見ると「手」ではなく
「艸」に従っているようだ。長沙子弾庫楚帛書と説文籀文の字

体が一致する。
【択】「擇」の新字体。説文解字の大徐本と段注本で例示字体
が異なる。漱石は「擇」「択」両方を書いている。空海の『聾
瞽指歸』には旁に角がある。
【把】1981年（昭和56年）に当用漢字表外から常用漢字表に追加

抄

折

択
擇

投

把

ショウ

セツ
おる
おり
おれる　

タク

トウ
なげる

ハ

常①

教 4常①

常①

②

教 3常①

常①

抄

折

投

擇

抄

择

把

投

擇

雲紙本朗詠

関戸本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉⑫

聾瞽指歸

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

徒然草諸抄大全

節用

本佐録

節用

節用

節用

開化往来

手 4

手 4

手 13

手 4

手 4

坊っちやん

こころ

こころ

こころ

こころ

明治の漢字・許容字

陸軍

教科書

明治の漢字・標準字

五経〈訛〉

中国・台湾

香港

中・台・香

中国

台湾

香港

中国・台湾

香港

中・台・香

甲骨

春秋・金文

睡虎地秦簡

長沙子弾庫楚帛書

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文不録

説文・艸部

説文籀文

説文・手部

説文・手部

段注・手部

説文・廾部

説文・手部

説文・手部

居延漢簡

武威漢簡

馬王堆

武威漢簡

武威漢簡

武威漢簡

張表碑

白石神君碑

霊臺碑

樊敏碑

孟琁残碑

集字聖教序

敬史君碑

元洛神墓誌

比丘法生造像

圭峰禅師碑

皇甫誕碑

温彦博碑

雁塔聖教序

昭仁寺碑

干禄字書

九経・手・説文

九経・手・隷省

五経・手部

五経・手部

琱玉集

聾瞽指歸

琱玉集

尊円親王 古今集序

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

王勃詩序

性霊集

伝空海 新撰類林抄
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【手】抄
4
折

4
択

4
投

4
把

4

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【抜】睡虎地秦簡や説文解字を見ると旁は「友」ではなく「犬」
に斜線を1本加えたもののようである。
【批】説文解字に「批」の字体はない。
【扶】「扌」を「丬」とする俗字がある。
【抑】もともとは「扌」のない字体だったらしい。

【拐】1981年（昭和56年）に当用漢字表外から常用漢字表に追加
された。

②

抜
拔

批

扶

扮
抑

押
拐
拡
擴

バツ
ぬく
ぬける
ぬかす
ぬかる

ヒ

フ

フン
よそおう
かざる

ヨク
おさえる

オウ
おす
おさえる

カイ

カク

常①

②

教 6常①

常①

①

常①

常①

常①

教 6常①

拔

批

拐

批

抑

抑

扮

擴扩

拔

扶

拐

批

押

扮

擴

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

雲紙本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉①

節用

庭訓往来

節用

庭訓往来

国恩教諭実能名留樹

節用

絵本甲越軍記

庭訓往来

五穀無尽蔵

節用

手 5

手 4

手 10

手 4

手 4

手 4

手 5

手 5

手 15

坊っちやん

坊っちやん

こころ

坊っちやん

坊っちやん

陸軍 ×

中・台・香干禄〈俗〉

中国

台湾・香港

中国 台湾

香港

中国 台湾・香港

香港

中国・台湾

中・台・香

中国 台湾・香港

台湾中国

香港

甲骨

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文・手部

説文・手部

説文・手部

説文古文

説文・手部

説文・印部

説文俗体

説文不録

説文不録

説文不録

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

武威漢簡

敦煌漢簡

衡方碑

曹全碑

西狭頌

西狭頌

智永千字文

書譜

集字聖教序

集字聖教序

孫秋生造像

張猛龍碑

弔比干墓文

敬史君碑

元顕魏墓誌

孟法師碑

倪寛伝賛

九成宮

皇甫誕碑

雁塔聖教序

五経・手部

干禄字書

干禄・序

王勃詩序

聾瞽指歸

琱玉集

聾瞽指歸

王勃詩序

聾瞽指歸

聾瞽指歸
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【手】抜
4
批

4
扶

4
扮

4
抑

4
押

5
拐

5
拡

5

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【拠】「據」の異体字。当用漢字表で新字体が採用された131
字のうちの1つ。「拠」の字体は江戸時代に使われ始めたよう
だ。
【拘】漱石は「抅」と内部を「匕」とする字体を書いている。
【担】『漢字要覧』も『陸軍幼年学校用字便覧』も「担」と

「擔」は別字だが通用する、とする。

②

拒
拒

拠
據

拘
抅

招

拙

拓

担
擔

キョ
こばむ

キョ
コ

コウ

ショウ
まねく

セツ
つたない

たく
ひらく

タン
かつぐ
になう

常①

常①

②

常①

教 5常①

常①

常①

教 6常①

據

拙

拒

拒

拘

拓

據据

拙

招

擔

担

拒

擔

平清盛願文

屏風土代

粘葉本朗詠

元暦萬葉⑰

節用

節用

五常俗談集 農家調宝記嗣篇

節用

算法地方大成

元禄太平記

庭訓往来

和漢対照書札

消息案文

百姓往来

駿台雑話

手 5

手 13

手 5

手 5

手 5

手 5

古文

三号

こころ

坊っちやん

坊っちやん

こころ

こころ

こころ

こころ

坊っちやん

教科書・俗字

明治の漢字

陸軍

陸軍

陸軍

◯

五経〈訛〉

香港

中国 台湾

香港

台湾中国

香港

中・台・香

中・台・香

中国・台湾

香港

中・台・香

台湾

中国

大盂鼎

睡虎地秦簡

説文不録

説文・手部

説文・句部

説文・手部

説文・手部

段注・手部

説文・手部

説文或体

説文不録

説文不録

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

夏承碑

北海相景君碑

熹平石経

鮮于璜碑

王献之

智永千字文

書譜

智永千字文

集字聖教序

元珍墓誌

元延明墓誌

劉碑造像記

元斌墓誌

元緒墓誌

鄭羲下碑

元颺墓誌

九成宮

蘇孝慈墓誌

等慈寺碑

房山雲居寺石経

屈元寿墓誌

倪寛伝賛

道因法師碑

泉男生墓誌

圭峰禅師碑

五経・手部

五経・手部

五経・手部

干禄字書

干禄字書

五経・手部

聾瞽指歸

王勃詩序

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

王勃詩序

王勃詩序

聾瞽指歸

王勃詩序
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【手】拒
5
拠

5
拘

5
招

5
拙

5
拓

5

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【拝】「拜」は「手偏」が「扌」でなく「手」の形ままの異体
字。当用漢字表では「拜」、当用漢字字体表では「拝」が表示
されており、字体の変更があったが、旧字体として小書きの
表示はない。昭和24年の当用漢字字体表の発表時、岩田母母
型製作所に「拝」の字体の母型はなかった。

【拍】説文解字の字体は「扌+百」。陸軍幼年学校用字便覧で
は「扌+百」の字体を「本字」としている。戦国・金文では
旁が「白」なので説文の字体が誤りなのかもしれない。
【披】1981年（昭和56年）に当用漢字表外から常用漢字表に追加
された。

抽

抵

拝
拜

拍

披
抱
抱

チュウ

テイ

ハイ
おがむ

ハク
ヒョウ

ヒ

ホウ
いだく
かかえる

常①

常①

教 6常①

人②

常①

常①

帖①

抽

抵抵

拜

拜

披

抵

拍

元暦萬葉⑭ 算法地方大成 坊っちやん

こころ

×睡虎地秦簡 説文・手部

説文或体

馬王堆 小子残碑 集字聖教序 元緒墓誌 雁塔聖教序 王勃詩序

抱

抱
中国・台湾

香港

粘葉本朗詠

類聚古集⑪

尊円親王

前田本北山抄

前田本北山抄

関戸本朗詠

関戸本朗詠

節用

再板 農業全書

続消息往来

節用

節用

本佐録

手 5

手 5

手 5

手 5

手 5

三号

坊っちやん

坊っちやん

こころ

陸軍

陸軍

陸軍

陸軍

陸軍

陸軍・本字

×

香港

中・台・香

中国

台湾

中国・台湾

香港

中・台・香

中・台・香

金文

大克鼎

㫚鼎

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

戦国・金文

説文・手部

説文籀文

説文籀文

説文・手部

説文・手部

説文或体

説文古文

説文・手部

説文・手部

銀雀山竹簡

居延漢簡

居延漢簡

建寧残碑

武威漢簡

史晨前碑

曹全碑

智永千字文

淳化閣帖

二謝帖

大観帖

李元姜墓誌

鄭黒墓誌

論経書詩

泉男生墓誌

孔子廟堂碑

泉男生墓誌

孟法師碑

九経・手・説文

九経・手・隷省

五経・手部

五経・手部

五経・周礼

五経・手部

聾瞽指歸

大聖武

杜家立成

聾瞽指歸

聾瞽指歸

350 351

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【手】抽
5
抵

5
拝

5
拍

5
披

5

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作


